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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
初
投
稿
で
す
。

　
あ
る
日
転
生
し
た
３
０
人
の
人
達
。

　
み
ん
な
を
探
し
な
が
ら
冒
険
を
す
る
物
語
で
す
。

　
エ
ド
ラ
ス
編
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
感
想
、
よ
ろ
し
く
で
す
。
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設
定

　　
瀬
戸
大
地
　
１
７
歳

　
一
人
称
　
俺

　
説
明

　
超
イ
ケ
メ
ン
で
、
み
ん
な
か
ら
好
か
れ
て
い
る
。
大
地
が
キ
レ
た
ら
、
先
生
も
泣
く
ほ
ど
怖
い
ら
し

い
。
だ
が
、
キ
レ
な
い
大
地
は
天
国
神
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
超
優
し
い
。

　
因
み
に
、
冷
花
に
超
好
か
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｑ
は
２
８
０
。

　
転
生
前
の
父
親
が
医
者
だ
っ
た
た
め
、
一
部
の
病
気
な
ら
治
せ
る
ら
し
い
。

　
魔
法

　
土
の
滅
竜
魔
法
、
土
の
造
形
魔
法

　
好
き
な
も
の

　
肉
、
コ
ー
ラ

　
嫌
い
な
も
の

　
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル
と
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
を
傷
つ
け
る
者
、
わ
が
ま
ま
、
果
物
（
一
部
は
好
き
）

　

1



　
木
下
冷
花
　
１
６
歳

　
一
人
称
　
私

　
説
明

　
学
年
一
の
美
女
。
モ
デ
ル
。
ク
ラ
ス
の
中
で
も
相
当
金
を
所
持
し
て
い
る
ら
し
く
、
貯
金
は
５
０
０

万
。

　
魔
法

　
氷
の
滅
神
魔
法
、
モ
ー
ド
ア
イ
（
目
の
色
を
変
え
る
魔
法
で
、
目
の
色
で
、
属
性
を
変
え
ら
れ
る
。）

　
好
き
な
も
の

　
大
地
、
ダ
ン
ス
、
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ

　
嫌
い
な
も
の

　
大
地
を
傷
つ
け
る
者
、
自
分
を
馬
鹿
に
す
る
者
、
リ
ン
ゴ

　　
原
田
礼
二
　
１
７
歳

　
一
人
称
　
俺

　
説
明

　
先
輩
に
も
タ
メ
口
を
言
う
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
を
馬
鹿
に
す
る
者
は
、
た
と
え
父
親
で
も
気
絶
さ
せ
る

ら
し
い
。
趣
味
は
小
説
。
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魔
法

　
未
来
予
知
魔
法
、
握
力
増
加
魔
法

　
好
き
な
も
の

　
ド
ラ
え
も
ん
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

　
嫌
い
な
も
の

　
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
を
馬
鹿
に
す
る
者

　　
杉
浦
夏
歩
　
１
７
歳

　
一
人
称
　
私

　
説
明

　
と
に
か
く
明
る
い
少
女
。
先
生
に
怒
ら
れ
て
も
笑
っ
て
い
る
人
。

　
た
だ
、
キ
レ
る
時
は
無
表
情
。
海
斗
が
大
好
き
。

　
魔
法

　
火
の
造
形
魔
法
、
ブ
ロ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
（
世
界
を
ブ
ロ
ッ
ク
に
変
え
る
魔
法
。）

　
好
き
な
も
の

　
ス
テ
ー
キ
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
（
全
シ
リ
ー
ズ
）、
海
斗

　
嫌
い
な
も
の

3



　
海
斗
を
傷
つ
け
る
者
、
犬
（
ア
レ
ル
ギ
ー
）

　　
長
崎
海
斗
　
１
６
歳

　
一
人
称
　
俺
（
落
ち
込
む
と
僕
、
熱
出
す
と
私
）

　
説
明

　
普
通
の
男
。
モ
テ
な
い
け
ど
、
夏
歩
に
は
モ
テ
て
る
。

　
落
ち
込
む
と
、
一
人
称
が
僕
に
な
る
。

　
熱
を
出
す
と
、
一
人
称
が
私
に
な
る
。

　
最
近
は
、
女
に
な
れ
る
変
身
魔
法
を
手
に
入
れ
た
ら
し
い
。

　
魔
法

　
水
の
滅
竜
魔
法
、
性
別
転
換
魔
法

　
好
き
な
も
の

　
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル
（
転
生
前
に
あ
っ
た
漫
画
）、
数
学
科

　
嫌
い
な
も
の

　
睡
眠
妨
害
、
キ
モ
い
と
言
う
者

　　
渡
辺
真
司
　
１
６
歳

4  設定



　
一
人
称
　
僕
（
キ
レ
る
と
俺
）

　
説
明

　
ロ
メ
オ
に
め
っ
ち
ゃ
似
て
い
る
男
。
全
員
が
転
生
す
る
前
の
１
年
前
に
転
生
し
て
い
て
、
大
地
達
を

ず
っ
と
待
っ
て
い
た
。
キ
レ
る
と
マ
ジ
で
怖
い
ら
し
い
。
相
棒
が
ラ
ッ
キ
ー
。

　
魔
法

　
風
の
滅
神
魔
法
、
付
加
術
士
（
エ
ン
チ
ャ
ン
タ
ー
）

　
好
き
な
も
の

　
本
、
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル

　
嫌
い
な
も
の

　
こ
の
世
の
全
て
の
悪

　
相
棒

　
ラ
ッ
キ
ー
　
８
歳

　
一
人
称
　
私

　
説
明

　
真
司
の
相
棒
。
薄
い
赤
色
の
猫
。

　
魔
法

　
翼

5



　
好
き
な
も
の

　
世
界
の
平
和
、
真
司

　
嫌
い
な
も
の

　
"
イ
ラ
イ
ラ
キ
ャ
ッ
ト
"
と
呼
ぶ
奴
等
、
面
倒
臭
が
る
奴

　　
戸
澤
広
一
　
１
７
歳

　
一
人
称
　
俺

　
説
明

　
コ
ウ
イ
チ
軍
隊
長
。
ナ
ツ
の
親
友
。

　
地
獄
神
コ
ウ
ナ
を
倒
し
た
せ
い
で
、
テ
ル
ナ
、
英
二
、
優
奈
か
ら
は
嫌
わ
れ
て
い
る
。（
転
生
前
は
友

達
）

　
魔
法

　
火
の
滅
神
魔
法
、
火
の
滅
悪
魔
法

　
好
き
な
も
の

　
寿
司
、
天
ぷ
ら

　
嫌
い
な
も
の

　
王
都
、
コ
ウ
ナ

6  設定



　　
皆
川
英
二
　
１
６
歳

　
一
人
称
　
俺

　
説
明

　
不
明

　
好
き
な
も
の

　
不
明

　
嫌
い
な
も
の

　
広
一

　　
小
山
優
奈
　
１
７
歳

　
一
人
称
　
私

　
説
明

　
王
都
の
牢
獄
監
視
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。
現
在
フ
ェ
ル
タ
ー
に
誘
拐
さ
れ
て
い
る
。

　
好
き
な
も
の

　
王
都

　
嫌
い
な
も
の

7



　
広
一

　　
山
田
遥
　
１
７
歳

　
一
人
称
　
あ
た
し
（
稀
に
私
）

　
説
明

　
テ
ル
ナ
の
い
じ
わ
る
で
エ
ド
ラ
ス
の
荒
地
に
転
生
さ
れ
た
。
女
子
の
中
で
学
校
一
強
い
ら
し
い
。

　
好
き
な
も
の

　
筋
ト
レ

　
嫌
い
な
も
の

　
臭
い
物
、
勉
強

8  設定



第
零
章

プ
ロ
ロ
ー
グ
　
〜
転
生
し
ま
し
た
。
〜

　「
あ
れ
?
こ
こ
は
ど
こ
?
」

　
あ
る
真
っ
白
な
世
界
に
３
人
の
男
女
が
い
た
。

「
知
ら
な
い
。
…
…
て
か
俺
達
死
ん
だ
は
ず
だ
よ
な
…
?
」

　
…
時
間
は
３
０
分
前
に
遡
る
。

　
と
あ
る
学
校
の
ク
ラ
ス
は
、
修
学
旅
行
の
バ
ス
に
乗
っ
て
い
た
。

「
な
ぁ
大
地
、
修
学
旅
行
何
す
る
?
」

「
…
観
光
だ
な
。
礼
二
は
?
」

「
俺
も
観
光
か
な
。」

　
一
方
、
女
子
達
は
…

「
ね
ぇ
、
冷
花
は
何
す
る
の
?
」

「
ま
だ
決
め
て
な
い
よ
。」

　
…
…
…
だ
が
、
そ
の
修
学
旅
行
は
、
事
故
に
よ
っ
て
無
く
な
っ
た
…
…
…

「
あ
〜
あ
、
修
学
旅
行
楽
し
み
に
し
て
た
の
に
な
〜
」

9



「「
俺
（
私
）
も
。」」

　
す
る
と
、
白
い
女
性
が
現
れ
た
。

『
あ
な
た
達
で
す
か
、
"
例
の
人
達
"
は
。』

「「「
…
誰
?
」」」

　
３
人
は
聞
い
た
。

『
私
は
、
転
生
神
"
テ
ル
ナ
"
。
間
違
え
て
あ
な
た
達
を
死
亡
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

　
お
詫
び
に
転
生
さ
せ
ま
し
ょ
う
。』

　
３
人
は
、
首
を
傾
げ
て
い
る
。

「
…
…
…
ね
ぇ
、
転
生
と
か
い
い
か
ら
、
成
仏
し
て
く
れ
な
い
?
」

「「
…
…
…
う
ん
。」」

『
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
お
姉
様
か
ら
転
生
の
命
令
が
出
て
る
ん
で
す
。』

「「「
…
…
…
お
姉
様
っ
て
?
」」」

　
テ
ル
ナ
は
、
３
人
の
言
葉
を
無
視
し
て
、
質
問
を
し
た
。

『
…
あ
な
た
達
は
、
"
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｙ
　
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｌ
"
と
い
う
漫
画
を
知
っ
て
ま
す
か
?
』

（（（
シ
カ
ト
?
）））

「
…
ま
ぁ
知
っ
て
る
け
ど
、
５
巻
で
読
む
の
や
め
た
。」

「
中
途
半
端
だ
な
…
」

10  プロローグ　～転生しました。～



　
す
る
と
、
テ
ル
ナ
は
、
あ
る
紙
を
見
せ
た
。

　
そ
の
紙
に
は
、
"
転
生
先
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｙ
　
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｌ
エ
ド
ラ
ス
編
"
と
書
い
て
あ
っ
た
。

『
あ
な
た
達
は
、
こ
れ
か
ら
そ
の
Ｆ
Ｔ
の
世
界
に
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。』

「
…
て
か
原
作
最
初
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
ん
。」

『
仕
方
な
い
で
す
よ
、
お
姉
様
か
ら
言
わ
れ
た
の
で
。』

（（（
ま
た
お
姉
様
か
い
。）））

『
じ
ゃ
、
行
き
ま
す
よ
。』

　
す
る
と
、
テ
ル
ナ
は
あ
る
呪
文
を
読
ん
だ
。

『
ラ
イ
ナ
様
よ
、
日
本
で
死
ん
だ
者
を
転
生
さ
せ
よ
。』

　
呪
文
を
読
み
終
え
る
と
、
３
人
の
前
に
光
の
輪
が
現
れ
た
。

「
う
ぉ
、
な
ん
だ
?
」

『
特
典
は
ラ
ン
ダ
ム
で
す
。
何
が
使
え
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。』

　
そ
し
て
、
３
人
は
、
消
え
て
行
っ
た
…

『
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
よ
、
３
人
…
い
や
、
３
０
人
の
人
達
よ
。』

　　
…
…
…
こ
こ
は
、
フ
ィ
オ
ー
レ
王
国
。

　
イ
シ
ュ
ガ
ル
大
陸
の
西
端
に
あ
る
永
世
中
立
国
。
人
口
は
１
７
０
０
万
人
。

11



　
そ
の
フ
ィ
オ
ー
レ
王
国
に
あ
る
街
、
マ
グ
ノ
リ
ア
に
は
、
あ
る
ギ
ル
ド
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
名
前
は
、
"
妖
精
の
尻
尾
（
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル
）
"
。

　
そ
こ
に
は
、
先
程
の
３
人
が
い
た
。

「
雨
か
よ
。」

「
テ
ル
ナ
っ
て
奴
、
最
低
だ
な
。」

「
は
、
早
く
、
雨
宿
り
し
よ
っ
?
」

　
冷
花
の
提
案
で
、
素
早
く
雨
宿
り
を
し
た
。

「
…
…
…
て
か
、
み
ん
な
、
何
し
て
る
か
な
?
」

「
…
わ
か
ん
な
い
よ
。
多
分
こ
こ
に
い
る
か
も
。」

「
…
こ
の
フ
ィ
オ
ー
レ
王
国
に
?
ま
さ
か
?
ｗ
」

　
す
る
と
…

「
あ
れ
、
冷
花
達
だ
よ
な
?
」

　
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｕ
ｅ
ｄ
…

12  プロローグ　～転生しました。～



第
一
章
　
エ
ド
ラ
ス
編

第
一
話
　
再
会
そ
し
て
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル
へ
!

　　
…
…
…
あ
る
森
。

「
ね
ぇ
、
本
当
に
探
す
の
?
」

「
当
た
り
前
だ
ろ
。
テ
ル
ナ
が
"
ク
ラ
ス
全
員
を
フ
ィ
オ
ー
レ
王
国
に
転
生
さ
せ
た
"

　
っ
て
、
言
っ
て
た
だ
ろ
?
」

「
…
…
…
う
ん
。」

「
フ
ィ
オ
ー
レ
王
国
で
全
員
集
合
を
目
標
に
し
て
る
だ
ろ
?
」

「
ま
ぁ
ね
。」

「
そ
の
た
め
に
は
、
探
さ
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
。
わ
か
っ
た
か
?
」

「
…
わ
か
っ
た
。」

　
す
る
と
、
男
は
立
ち
止
ま
っ
た
。

「
あ
れ
、
冷
花
達
だ
よ
な
?
」

「
え
?
」

　
一
方
、
大
地
達
は
。

13



「
ま
ず
は
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル
に
入
る
。
い
い
な
?
」

「「
あ
ぁ
（
う
ん
）。」」

「
睨
ま
れ
て
も
魔
法
を
使
う
な
?
…
…
…
て
か
、
俺
達
特
典
知
ら
な
か
っ
た
っ
け
ｗ
」

「
炎
の
魔
法
と
か
?
」

　
大
地
は
、
炎
が
出
る
と
踏
ん
張
っ
た
も
の
の
、
結
果
は
出
な
い
。

「
出
な
い
ぞ
。」

「
テ
ル
ナ
さ
、
特
典
ぐ
ら
い
教
え
て
く
れ
た
っ
て
良
い
だ
ろ
?
」

「「
そ
れ
な
。」」

　
す
る
と
、
２
人
の
男
女
が
や
っ
て
き
た
。

「
大
地
!
冷
花
!
礼
二
!
」

「「「
ん
（
え
）
?
」」」

「
無
事
だ
っ
た
か
!
」

「
海
斗
と
夏
歩
か
!
無
事
だ
ぜ
!
」

「
良
か
っ
た
〜
!
ま
さ
か
こ
ん
な
早
く
に
会
え
る
な
ん
て
!
」

「
そ
う
だ
な
。」

　
す
る
と
、
海
斗
は
大
地
に
手
紙
を
出
し
た
。

「
ん
?
な
ん
だ
こ
れ
。」

14  第一話　再会そしてフェアリーテイルへ!



「
テ
ル
ナ
が
渡
せ
っ
て
。」

　
手
紙
に
は
、
こ
う
書
い
て
あ
っ
た
。

　
"
元
気
で
す
か
?
テ
ル
ナ
で
す
。

　
あ
な
た
達
の
特
典
を
教
え
ろ
と
お
姉
様
か
ら
言
わ
れ
た
の
で
、

　
特
典
を
言
い
ま
す
ね
。

　
大
地
さ
ん
は
、
土
の
滅
竜
魔
法
と
土
の
造
形
魔
法
。

　
冷
花
さ
ん
は
、
氷
の
滅
神
魔
法
。

　
礼
二
さ
ん
は
、
未
来
予
知
魔
法
。

　
海
斗
さ
ん
は
、
水
の
滅
竜
魔
法
。

　
夏
歩
さ
ん
は
、
炎
の
造
形
魔
法
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
ネ
タ
バ
レ
に
な
る
の
で
省
略
。

　
後
、
全
員
に
は
、
９
０
０
万
Ｊ
を
授
け
ま
す
。

　
後
、
そ
こ
の
世
界
で
死
ん
だ
場
合
、
成
仏
さ
せ
ま
す
の
で
、

　
そ
れ
ま
で
に
全
員
集
ま
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
集
ま
っ
た
ら
、
私
が
そ
こ
へ
来
て
、

　
新
た
な
魔
法
を
与
え
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
で
は
、
良
い
魔
法
ラ
イ
フ
を
〜
。
　
ｄ
ｙ
テ
ル
ナ
"
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「
な
る
ほ
ど
、
土
系
か
。
ま
ぁ
、
"
大
地
"
だ
か
ら
。」

「
俺
は
未
来
予
知
か
…
」

「
私
は
、
氷
の
滅
神
魔
法
…
」

「
て
か
、
９
０
０
万
Ｊ
て
ｗ
大
金
持
っ
て
る
な
ぁ
〜
」

　
冷
花
は
、
超
で
か
い
豪
邸
を
想
像
し
た
。

（
そ
こ
ま
で
は
い
か
な
い
…
よ
ね
。）

「
よ
し
!
ま
ず
は
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル
に
行
く
ぞ
!
」

「「「「
オ
ォ
!
」」」」

　
そ
の
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル
で
は
…
…
…

「
真
司
さ
ん
、
ど
う
し
た
ん
で
す
か
?
」

　
青
髪
の
少
女
が
聞
く
。

「
ウ
ェ
ン
デ
ィ
か
…
…
…
い
や
、
ま
だ
他
の
み
ん
な
に
会
え
な
い
か
ら
。」

「
そ
の
他
の
み
ん
な
っ
て
、
一
体
ど
う
い
う
関
係
で
す
か
?
」

「
…
前
に
も
話
し
た
ろ
?
俺
転
生
前
の
人
達
に
会
い
た
い
っ
て
。」

「
は
い
。」

「
テ
ル
ナ
が
"
こ
の
世
界
に
そ
の
人
達
が
い
る
ん
だ
"
っ
て
言
っ
て
た
ん
だ
。

　
だ
か
ら
、
こ
こ
に
居
れ
ば
来
る
か
な
〜
っ
て
。」
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「
だ
か
ら
こ
こ
最
近
ぼ
ー
っ
と
し
て
た
ん
で
す
ね
。」

「
う
ん
。」

　
す
る
と
…

「
あ
の
〜
…
す
み
ま
せ
ん
…
マ
ス
タ
ー
は
い
る
で
し
ょ
う
か
。」

「
誰
で
す
か
?
」

　
と
、
白
髪
の
女
性
が
聞
く
と
…

「
マ
グ
ノ
リ
ア
に
や
っ
て
き
た
、
瀬
戸
大
地
で
す
。」

「
同
じ
く
、
木
下
冷
花
で
す
。」

「
同
じ
く
、
原
田
礼
二
で
す
。」

「
同
じ
く
、
杉
浦
夏
歩
で
す
。」

「
同
じ
く
、
長
崎
海
斗
で
す
。」

「
僕
達
、
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル
に
入
り
た
い
の
で
す
が
。」

「
あ
、
マ
ス
タ
ー
な
ら
そ
こ
よ
。」

　
そ
こ
へ
小
さ
な
老
人
が
や
っ
て
き
た
。

「
君
達
、
新
入
り
か
?
」

「「「「「
は
い
!
」」」」」

「
良
い
ぞ
。」
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「「「「「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
!
」」」」」

　
３
０
分
後
…

「
お
。」

「
大
地
?
」

「
真
司
!
元
気
か
?
」

　
真
司
は
、
笑
顔
で
、

「
う
ん
!
」

　
と
答
え
た
。

　
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｕ
ｅ
ｄ
…
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第
二
話
　
い
ざ
、
エ
ド
ラ
ス
へ
!

　　
大
地
が
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル
に
入
っ
て
１
週
間
。

　
今
日
の
天
気
は
転
生
当
日
と
同
じ
雨
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル
は
、
今
日
も
賑
や
か
だ
っ
た
。

　
…
が
、
そ
の
賑
や
か
は
、
あ
の
出
来
事
で
消
え
て
し
ま
う
な
ど
、
誰
も
思
わ
な
か
っ
た
…

　
大
地
は
、
特
訓
を
し
て
い
た
。

「
今
日
は
こ
の
辺
に
し
て
お
く
か
。」

　
大
地
は
、
ギ
ル
ド
に
戻
ろ
う
と
、
振
り
返
っ
た
が
、

　
そ
こ
に
広
が
っ
た
世
界
は
、
真
っ
白
だ
っ
た
。

　
目
を
こ
す
っ
た
り
、
頬
を
叩
い
た
が
、
白
い
世
界
の
ま
ま
だ
。

「
お
ー
い
!
誰
か
い
る
か
!
い
る
な
ら
返
事
し
ろ
!
」

　
大
地
が
そ
う
叫
ぶ
と
…

「
大
地
さ
ん
!
こ
こ
で
す
!
」

「
大
地
!
こ
こ
だ
!
」

　
少
女
と
男
の
声
が
聞
こ
え
た
。
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そ
の
声
の
正
体
は
、
ウ
ェ
ン
デ
ィ
と
ナ
ツ
だ
っ
た
。

「
ウ
ェ
ン
デ
ィ
!
ナ
ツ
!
無
事
か
!?
」

「
あ
ぁ
。
っ
て
か
、
何
で
白
い
ん
だ
?
」

「
俺
も
知
ら
な
い
ん
だ
よ
。
特
訓
し
て
て
ギ
ル
ド
に
戻
ろ
う
と
し
た
ら
、
こ
う
な
っ
て
た
。」

「
ま
さ
か
、
ド
ラ
ゴ
ン
ス
レ
イ
ヤ
ー
だ
け
が
残
さ
れ
た
の
!?
」

　
す
る
と
、
白
い
猫
と
赤
い
猫
が
や
っ
て
き
た
。

「
そ
う
で
す
。
ウ
ェ
ン
デ
ィ
さ
ん
。」

「
シ
ャ
ル
ル
!
ラ
ッ
キ
ー
!
無
事
か
!?
」

「
ま
ぁ
ね
。」

「
は
い
。
お
か
げ
さ
ま
で
。」

「
ド
ラ
ゴ
ン
ス
レ
イ
ヤ
ー
の
特
別
な
魔
力
が
幸
い
し
た
よ
う
ね
。
あ
な
た
達
が
、
無
事
で
良
か
っ
た

わ
。」

「
じ
ゃ
、
他
の
み
ん
な
は
…
消
え
た
っ
て
事
?
」

「
正
確
に
言
え
ば
、
"
ア
ニ
マ
"
に
吸
い
込
ま
れ
た
…
と
言
う
事
で
す
ね
。」

　
ナ
ツ
は
、
何
言
っ
て
る
ん
だ
と
ラ
ッ
キ
ー
と
シ
ャ
ル
ル
に
怒
鳴
っ
た
が
、
ウ
ェ
ン
デ
ィ
と
大
地
が
止

め
た
。

　
す
る
と
ウ
ェ
ン
デ
ィ
は
、
こ
ん
な
質
問
を
し
た
。
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「
そ
う
い
え
ば
、
何
で
２
人
共
無
事
な
の
?
」

「
俺
も
思
っ
た
。」

「「
…
…
…
」」

　
２
人
が
黙
り
込
ん
だ
時
、
青
い
猫
と
真
司
が
来
た
。

「
ハ
ッ
ピ
ー
、
真
司
。」

「
こ
れ
、
ど
う
な
っ
て
る
の
か
?
ラ
ッ
キ
ー
。」

「
真
司
君
…
」

　
２
人
は
、
こ
う
言
っ
た
。

「「
私
達
３
人
（
ラ
ッ
キ
ー
、
シ
ャ
ル
ル
、
ハ
ッ
ピ
ー
）
は
、
向
こ
う
側
の
世
界
"
エ
ド
ラ
ス
"
か
ら
や
っ

て
来
た
の
（
で
す
）。」」

「「「「「
!?
」」」」」

　
そ
の
後
の
シ
ャ
ル
ル
の
話
に
よ
る
と
、
枯
渇
し
て
き
た
魔
力
を
救
う
為
、
エ
ド
ラ
ス
王
は
、
こ
の
世

界
か
ら
魔
力
を
吸
収
す
る
魔
法
"
超
亜
空
間
魔
法
　
ア
ニ
マ
"
を
開
発
。
６
年
前
に
始
ま
っ
た
そ
の

計
画
は
、
こ
の
世
界
の
至
る
所
に
ア
ニ
マ
を
展
開
し
た
も
の
の
、
思
っ
た
成
果
は
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た

の
だ
。
そ
の
原
因
は
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
に
似
た
男
、
ミ
ス
ト
ガ
ン
が
閉
じ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

　
だ
が
、
今
回
ア
ニ
マ
は
、
異
常
な
程
巨
大
だ
っ
た
の
で
、
ミ
ス
ト
ガ
ン
は
、
そ
れ
を
防
げ
な
か
っ
た

為
、
大
地
達
は
、
吸
い
込
ま
れ
た
。
で
、
何
故
巨
大
だ
っ
た
の
か
と
言
う
と
、
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル
に
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は
、
強
大
な
魔
導
士
が
た
く
さ
ん
い
る
た
め
、
そ
こ
を
狙
う
た
め
に
巨
大
だ
っ
た
…
と
言
う
。

　
話
が
ま
と
ま
り
、
ナ
ツ
は
…

「
じ
ゃ
、
話
も
ま
と
ま
っ
た
し
、
行
く
か
!
そ
の
エ
ド
ラ
ス
っ
て
所
。」

「
行
く
か
!
」

　
そ
の
後
、
シ
ャ
ル
ル
か
ら
い
く
つ
か
約
束
を
言
わ
れ
、
エ
ド
ラ
ス
へ
向
か
っ
た
。

「
エ
ド
ラ
ス
へ
、
Ｌ
ｅ
ｔ
'
ｓ
　
Ｇ
ｏ
!
」

　
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｕ
ｅ
ｄ
…
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第
三
話
　
コ
ウ
イ
チ
軍
ｖ
ｓ
．
王
都

　　
…
こ
こ
は
、
エ
ド
ラ
ス
。

　
フ
ィ
オ
ー
レ
王
国
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
世
界
。

　
"
超
亜
空
間
魔
法
　
ア
ニ
マ
"
で
行
け
る
世
界
。

　
そ
の
ア
ニ
マ
に
吸
い
込
ま
れ
た
、
大
地
、
真
司
、
シ
ャ
ル
ル
、
ハ
ッ
ピ
ー
、
ラ
ッ
キ
ー
、
ナ
ツ
、
ウ
ェ

ン
デ
ィ
は
、
エ
ド
ラ
ス
の
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル
に
行
っ
て
い
た
。

「
み
ん
な
違
う
ぞ
。」

「
当
た
り
前
だ
ろ
。
別
人
な
ん
だ
か
ら
。」

　
す
る
と
…

「
お
い
。
そ
こ
で
何
し
て
る
。」

　
ル
ー
シ
ィ
に
似
て
い
る
人
が
そ
う
言
っ
た
。

　
で
、
大
地
は
こ
う
言
っ
た
。

「
監
視
だ
。」

　
あ
っ
さ
り
と
。

「
ち
ょ
っ
と
!
」
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「
何
言
っ
て
る
ん
で
す
か
!?
」

「
バ
カ
!
」

　
で
、
ル
ー
シ
ィ
の
返
事
は
。

「
何
だ
…
早
く
そ
う
い
え
ば
良
い
の
に
…
っ
て
は
?
」

　
ル
ー
シ
ィ
は
、
何
か
に
気
付
い
た
様
子
。

「
お
前
…
ま
さ
か
、
"
セ
ト
・
ブ
レ
ッ
タ
ー
"
か
?
」

「
違
う
。
瀬
戸
大
地
だ
。」

「
"
シ
ン
ジ
・
ラ
サ
イ
ア
"
も
居
る
ぞ
…
」

「
渡
辺
真
司
で
す
。」

「
後
…
ナ
ツ
に
小
さ
い
ウ
ェ
ン
デ
ィ
も
…
」

　
み
ん
な
の
名
前
を
言
っ
た
ら
、
空
気
は
一
変
。

『
帰
っ
て
来
た
ー
!
』

　
み
ん
な
、
凄
い
騒
ぎ
と
な
っ
た
。

　
…
と
あ
る
牢
獄
。

「
長
崎
海
斗
君
。」

「
…
小
山
優
奈
…
!
」

　
海
斗
は
、
王
都
の
牢
獄
に
捕
ま
っ
て
い
た
。
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そ
の
少
年
を
監
視
し
て
い
た
の
は
、
１
人
の
少
女
、
小
山
優
奈
だ
っ
た
。

「
…
テ
ル
ナ
に
言
わ
れ
て
な
い
の
か
?"
全
員
集
合
し
ろ
"
っ
て
。」

「
あ
ぁ
、
あ
れ
ね
。
無
視
し
た
の
。」

「
何
っ
…
…
…
!?
」

　
海
斗
は
、
怒
り
が
増
し
た
。

「
無
視
し
た
だ
と
?
ふ
ざ
け
ん
な
。
俺
達
は
、
全
員
集
合
す
る
事
を
目
標
に
冒
険
し
て
ん
だ
ぞ
?
」

「
…
全
員
集
合
?
フ
フ
フ
ッ
、
無
駄
だ
よ
?
」

「
何
だ
と
?
」

「
ど
う
せ
１
人
死
ん
だ
ら
終
わ
る
訳
で
し
ょ
?
も
し
誰
か
死
ん
で
た
ら
ど
う
す
る
の
?
テ
ル
ナ
に
マ
ジ

ギ
レ
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
じ
ゃ
ん
。」

　
〜
優
奈
の
想
像
〜

「
あ
な
た
達
を
…
い
や
、
フ
ィ
オ
ー
レ
王
国
全
市
民
を
地
獄
に
案
内
し
ま
し
ょ
う
。」

「
…
そ
ん
な
訳
な
い
ぞ
!
全
員
集
合
は
、
必
ず
達
成
さ
せ
る
!
」

　
す
る
と
、
優
奈
は
、
海
斗
を
蹴
っ
た
。

「
…
無
駄
だ
よ
っ
て
言
っ
て
る
の
が
聞
こ
え
な
い
の
!?
」

「
そ
ん
な
事
ね
ぇ
!
無
駄
じ
ゃ
ね
ー
ん
だ
よ
!!!
」

「
…
…
…
…
…
…
…
…
あ
っ
そ
、
好
き
に
す
れ
ば
?
」
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優
奈
は
、
吐
き
捨
て
る
よ
う
に
そ
う
言
っ
て
、
ド
ア
を
強
く
閉
め
た
。

「
…
無
駄
な
の
に
…
。」

　
す
る
と
…

「
た
、
大
変
で
す
!
」

　
兵
士
が
や
っ
て
き
た
。

「
ど
う
し
た
の
?
」

「
"
コ
ウ
イ
チ
軍
"
で
す
!
」

「
何
だ
っ
て
!?
」

　
…
王
都
入
口

『
コ
ウ
イ
チ
軍
を
討
て
!
』

『
死
ね
!
兵
士
達
め
!
』

　
両
軍
が
そ
う
言
う
と
、
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
。

　
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
い
る
真
っ
た
だ
中
、
１
人
の
少
年
は
、
王
都
の
中
に
侵
入
し
て
い
た
。

「
"
英
二
"
…
今
行
く
か
ら
な
。」

　
…
王
都

「
英
二
。」

「
何
だ
?
」
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少
年
を
呼
ん
だ
の
は
、
"
エ
ル
ザ
・
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
カ
ー
"
。
第
二
魔
戦
部
隊
隊
長
で
、
少
年
"
中

村
英
二
"
の
友
で
あ
る
。

「
コ
ウ
イ
チ
軍
、
私
が
始
末
し
て
も
良
い
か
?
」

「
い
や
、
や
め
て
お
け
。
１
０
人
程
入
っ
て
来
た
ら
始
末
ｏ
ｋ
だ
。」

「
わ
か
っ
た
。」

　
す
る
と
、
１
人
の
少
年
が
や
っ
て
き
た
。

「
誰
だ
お
前
は
。」

「
!?
…
…
…
お
前
、
フ
ー
ド
を
取
っ
て
み
ろ
。」

　
英
二
の
指
示
通
り
、
少
年
は
、
フ
ー
ド
を
取
っ
た
。

「
…
や
っ
ぱ
り
な
。
久
し
ぶ
り
だ
な
。
"
戸
澤
広
一
"
。」

「
ふ
っ
、
久
し
ぶ
り
。」

　
２
人
の
関
係
は
、
後
々
明
ら
か
と
な
る
。

　
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｕ
ｅ
ｄ
…

27



第
四
話
　
恐
怖
の
大
地

　　
…
エ
ド
ラ
ス
の
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル

「
エ
ル
ザ
が
…
敵
だ
っ
て
!?
」

「
…
そ
う
だ
。
セ
ト
。」

「（
だ
か
ら
瀬
戸
大
地
だ
っ
て
…
）
何
で
さ
!?
」

「
…
…
…
あ
い
つ
は
、
王
国
軍
。
つ
ま
り
、
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル
の
敵
さ
。」

「
!?
」

　
…
王
都

「
…
何
で
お
前
は
、
王
都
に
手
を
出
す
?
」

　
英
二
が
問
う
と
…

「
…
…
…
お
前
を
殺
す
為
さ
。」

「
…
…
…
…
…
…
…
…
…
!?
」

　
広
一
の
そ
の
言
葉
で
、
沈
黙
が
訪
れ
た
。

「
…
…
…
テ
ル
ナ
に
言
わ
れ
た
ろ
?
全
員
集
合
し
て
っ
て
。」

「
は
?
何
言
っ
て
ん
の
?
ｗ
…
そ
ん
な
こ
と
一
度
も
言
わ
れ
て
な
い
ぜ
?
ｗ
」

28  第四話　恐怖の大地



「
…
…
…
テ
ル
ナ
の
母
親
を
殺
し
た
の
は
、
お
前
か
。」

「
当
っ
た
り
〜
」

　
回
想

「
お
母
様
!
お
母
様
!
」

「
…
!?
」

　
英
二
の
目
の
前
に
は
、
ナ
イ
フ
で
刺
さ
れ
た
女
性
と
、
泣
い
て
い
る
テ
ル
ナ
が
。

　
英
二
は
、
"
ど
う
し
た
ん
で
す
か
"
と
聞
こ
う
と
し
た
が
、
や
や
こ
し
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
、
言
う
の
を
や
め
た
。

「
…
…
…
最
期
の
お
願
い
…
で
す
…
…
…
私
を
殺
し
た
人
を
…
倒
し
て
…
下
さ
い
…
」

「
お
母
様
っ
…
…
…
!
」

　
そ
の
女
性
は
、
そ
う
言
い
残
し
、
死
亡
し
た
。

「
テ
ル
ナ
が
ど
れ
だ
け
悲
し
ん
だ
か
、
分
か
る
の
か
よ
、
お
い
。」

「
知
ら
な
い
ね
。」

　
英
二
の
髪
の
色
が
、
青
か
ら
赤
に
変
わ
っ
た
。

「
…
俺
が
敵
討
ち
を
す
る
。」

「
ふ
っ
、
や
っ
て
み
ろ
。」

「
行
く
ぞ
!
」
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「
つ
ー
訳
で
、
王
都
へ
の
行
き
方
を
教
え
て
く
れ
。」

　
ナ
ツ
の
そ
の
言
葉
で
、
ざ
わ
つ
い
た
。

「
私
達
の
仲
間
は
、
こ
の
世
界
の
王
に
吸
い
込
ま
れ
た
ん
で
す
。
早
く
助
け
に
行
か
な
い
と
、
み
ん
な
、

魔
力
に
な
る
ん
で
す
よ
?
」

「
ウ
ェ
ン
デ
ィ
の
言
う
通
り
だ
。
み
ん
な
を
助
け
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
ぞ
。」

「
小
さ
い
私
と
シ
ン
ジ
に
は
悪
い
け
ど
、
や
め
と
い
た
方
が
い
い
わ
。」

「
こ
の
世
界
は
魔
法
が
有
限
だ
か
ら
、
い
ず
れ
は
無
く
な
る
ん
だ
。」

「
…
…
…
。」

「
"
氷
炎
竜
の
咆
哮
"!
」

「
…
２
属
性
の
ド
ラ
ゴ
ン
ス
レ
イ
ヤ
ー
か
。
ま
ぁ
俺
の
方
が
強
い
ね
。」

　
そ
う
言
い
、
英
二
の
攻
撃
を
片
手
で
受
け
止
め
た
。

「
"
火
神
の
怒
号
"
。」

　
広
一
は
、
英
二
を
吹
っ
飛
ば
し
た
。

（
つ
、
強
い
…
）

　
す
る
と
…

「
私
が
行
く
!"
火
造
形
（
フ
ァ
イ
ア
メ
イ
ク
）
竜
（
ド
ラ
ゴ
ン
）
"!
」

　
優
奈
は
、
火
の
竜
を
喰
ら
わ
せ
た
も
の
の
、
ま
た
片
手
で
受
け
止
め
た
。
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「
優
奈
、
お
前
の
実
力
は
こ
ん
な
も
ん
か
?
」

　
そ
う
言
っ
て
、
優
奈
を
吹
っ
飛
ば
し
た
。

「
お
前
ら
わ
か
ん
ね
ぇ
様
だ
が
、
テ
ル
ナ
の
母
親
は
地
獄
神
だ
。
転
生
神
と
は
全
く
違
う
。」

「
そ
ん
な
訳
な
い
ぞ
!
」

「
だ
か
ら
本
当
何
だ
っ
て
。」

「
何
で
そ
い
つ
捕
ま
え
よ
う
と
す
ん
だ
よ
、
お
前
は
。」

「
ル
ー
シ
ィ
へ
の
土
産
に
す
ん
だ
!
」

　
す
る
と
…

「
え
?
」

「
巨
大
〜
〜
〜
!!!
」

　
そ
こ
に
は
、
巨
大
カ
エ
ル
が
い
た
。

「
に
、
逃
げ
ろ
〜
!
」

　
だ
が
、
大
地
は
…

「
み
ん
な
は
逃
げ
て
ろ
。
こ
こ
は
俺
が
や
る
。」

　
大
地
は
そ
う
言
う
と
…

「
…
…
…
と
っ
と
と
消
え
ろ
。
ゴ
ミ
が
。」

　
そ
の
言
葉
に
怯
え
た
の
か
、
カ
エ
ル
は
、
小
さ
く
な
っ
て
逃
げ
た
。
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で
、
他
の
み
ん
な
は
…

「「「「「
怖
い
（（
゜
Д
゜
ｌ
ｌ
））」」」」」

　
涙
目
で
怖
い
と
言
っ
て
ま
し
た
。

　
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｕ
ｅ
ｄ
…
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第
五
話
　
冷
花
と
ル
ー
シ
ィ

　　
こ
こ
は
、
ル
ー
エ
ン
の
街
。

　
そ
こ
に
は
、
大
地
、
真
司
、
エ
ド
ル
ー
シ
ィ
、
ナ
ツ
、
ウ
ェ
ン
デ
ィ
、
シ
ャ
ル
ル
、
ハ
ッ
ピ
ー
、
ラ
ッ

キ
ー
が
い
た
。

　
８
人
は
先
程
、
闇
市
に
行
っ
て
、
魔
法
を
買
っ
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
カ
フ
ェ
の
椅
子
に
座
っ
て
、
話
し
て
い
た
。

　
エ
ド
ル
ー
シ
ィ
は
な
ぜ
か
ア
ー
ス
ラ
ン
ド
の
ル
ー
シ
ィ
の
事
で
大
笑
い
し
て
い
た
。

「
ハ
ッ
ハ
ッ
ハ
!
あ
た
し
が
お
嬢
様
で
小
説
書
い
て
て
、
鍵
の
魔
法
使
っ
て
る
っ
て
ｗ
」

「
や
か
ま
し
い
所
は
似
て
る
ん
だ
な
。」

「
あ
ぁ
。」

「
や
か
ま
し
い
言
う
な
よ
!
」

　
す
る
と
、
ウ
ェ
ン
デ
ィ
は
…

「
こ
れ
、
ど
う
や
っ
て
使
う
ん
で
す
か
?
」

「
バ
カ
!
魔
法
を
人
前
で
見
せ
る
な
よ
!
今
、
魔
法
は
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
っ
て
言
っ
て
た
だ
ろ

?
」

33



「
ご
め
ん
な
さ
い
…
」

「
だ
が
、
元
々
は
生
活
の
一
部
だ
っ
た
ん
だ
ろ
?
」

「
そ
う
さ
。
王
国
の
奴
等
は
文
化
を
奪
っ
た
ん
だ
。」

「
最
悪
な
奴
等
だ
な
。」

　
す
る
と
…

「
あ
、
い
た
ぞ
!
街
を
封
鎖
し
ろ
!
」

「
お
、
王
国
軍
!?
」

「
何
!?
」

「
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル
の
奴
等
だ
な
?
絶
対
に
動
く
な
よ
?
」

　
王
国
軍
は
机
を
蹴
り
な
が
ら
近
づ
い
て
く
る
…

　
す
る
と
ナ
ツ
は
、
先
程
闇
市
で
買
っ
た
魔
法
を
使
っ
た
。
が
、

　
盾
で
防
が
れ
て
い
た
。

　
そ
れ
を
見
た
ナ
ツ
は
、
も
う
一
度
使
お
う
と
し
た
が
、
使
え
な
か
っ
た
。

「
魔
法
は
有
限
だ
ぞ
!?
全
て
の
魔
法
に
使
え
る
回
数
が
決
ま
っ
て
る
!
」

「
こ
れ
、
一
回
だ
け
か
よ
!
」

「
出
し
方
を
考
え
れ
ば
１
０
０
回
は
使
え
た
ん
だ
!
」

　
そ
れ
を
見
た
大
地
は
、
魔
法
を
使
お
う
と
し
た
。
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「
よ
し
!
行
く
ぜ
!"
ス
ラ
イ
…
"
「
す
っ
ぽ
ん
っ
!
」
は
?
」

　
な
ん
と
、
ウ
ェ
ン
デ
ィ
が
竜
巻
を
起
こ
し
た
の
だ
。

　
そ
の
竜
巻
は
、
全
員
（
王
国
軍
以
外
）
を
巻
き
込
ん
だ
。

「
ウ
ェ
ン
デ
ィ
!
何
や
っ
て
ん
だ
よ
!
」

「
す
い
ま
せ
ん
ー
!
」

　
そ
の
竜
巻
は
、
ま
っ
す
ぐ
進
ん
で
い
っ
た
。

　
そ
れ
を
見
た
王
国
軍
は
、
そ
の
竜
巻
が
巻
き
込
ん
だ
全
員
を
追
い
か
け
た
が
、
す
で
に
隠
れ
て
い
た
。

「
こ
の
ま
ま
だ
と
街
に
は
で
ら
れ
な
い
な
。」

「
不
便
だ
。
こ
こ
の
魔
法
。」

「
は
い
。」

「
だ
な
。」

　
す
る
と
…

「
見
つ
け
た
ぞ
!
フ
ェ
ア
リ
ー
テ
イ
ル
の
魔
導
士
だ
!
」

『
!?
』

　
だ
が
、
し
ー
ん
と
し
て
い
た
。

　
様
子
が
気
に
な
り
、
８
人
は
ド
ア
の
隙
間
か
ら
覗
く
と
…

「
何
!?
や
め
て
よ
!?
」
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「
お
前
等
は
ル
ー
シ
ィ
と
レ
イ
カ
だ
な
。」

「
確
か
に
そ
う
だ
け
ど
何
!?
」

「
一
体
何
な
の
!?
」

　
そ
れ
を
見
た
８
人
は
…

「「
ル
ー
シ
ィ
（
さ
ん
）
!?
」」

「「
冷
花
!?
」」

「
あ
た
し
!?
」

　
す
る
と
ナ
ツ
と
大
地
は
、
助
け
出
そ
う
と
ド
ア
か
ら
飛
び
出
し
た
。

　
だ
が
…

「
開
け
、
"
天
蠍
宮
の
扉
…
"
」

「
"
氷
神
の
…
"
」

「
２
人
共
!
こ
こ
だ
と
魔
法
が
使
え
な
い
ん
だ
ぞ
!
」

　
だ
が
、
２
人
は
…

「
"
ス
コ
ー
ピ
オ
ン
"!!
」

「
ウ
ィ
ー
ア
ー
、
"
サ
ン
ド
バ
ス
タ
ー
"!
」

「
"
怒
号
"!
」

　
魔
法
が
使
え
て
い
た
。
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「
何
で
魔
法
が
使
え
る
ん
だ
!?
」

「
…
…
…
?
」

「
ル
ー
シ
ィ
!
冷
花
!
」

「
あ
れ
?
み
ん
な
、
な
ん
で
こ
こ
に
?
」

　
で
、
ル
ー
シ
ィ
は
、
エ
ド
ル
ー
シ
ィ
を
見
て
…

「
あ
た
し
!?
」

「
こ
い
つ
が
ア
ー
ス
の
あ
た
し
…
だ
が
、
話
は
後
回
し
み
た
い
だ
。」

　
な
ん
だ
か
ん
だ
あ
っ
た
が
、
１
０
分
後
…

「
へ
ぇ
ー
、
ル
ー
シ
ィ
は
ホ
ロ
ロ
ギ
ウ
ム
が
守
っ
て
、
冷
花
は
氷
の
バ
リ
ア
が
守
っ
た
と
…
。」

「
私
は
何
で
氷
の
バ
リ
ア
が
守
っ
た
の
は
謎
な
ん
だ
。」

「
ふ
ー
ん
…
」

「
で
、
広
い
世
界
に
私
達
が
取
り
残
さ
れ
た
ん
だ
よ
ね
。
そ
こ
に
ミ
ス
ト
ガ
ン
が
や
っ
て
き
た
ん
だ
け

ど
…
」

「
事
情
を
聞
か
さ
れ
て
、
こ
っ
ち
の
世
界
に
飛
ば
さ
れ
た
の
よ
。」

「
へ
ぇ
ー
。」

　
で
、
ハ
ッ
ピ
ー
は
、
何
で
魔
法
が
使
え
る
の
か
を
聞
い
た
が
、
知
ら
な
い
ら
し
い
。

　
エ
ド
ル
ー
シ
ィ
に
馬
鹿
に
さ
れ
た
（
?
）
の
は
、
別
の
話
だ
が
。
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「
と
に
か
く
、
私
と
ル
ー
シ
ィ
で
、
み
ん
な
を
守
る
か
ら
、
頼
っ
て
ね
?
」

「
仕
方
な
い
。
冷
花
に
頼
る
か
。」

「
で
す
ね
。」

「
何
で
あ
た
し
に
は
頼
ら
な
い
の
よ
!
」

　
一
方
で
、
エ
ド
ル
ー
シ
ィ
は
世
界
を
変
え
て
し
ま
い
そ
う
な
気
が
し
て
い
た
と
い
う
。

　
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｕ
ｅ
ｄ
…
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第
六
話
　
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
飛
行
船
盗
難
作
戦
!

　　　
…
…
…
エ
ド
ラ
ス
の
荒
地

　
そ
こ
に
は
、
１
人
の
少
女
が
い
た
。

「
こ
ん
な
と
こ
に
転
生
し
な
い
で
よ
ね
。
テ
ル
り
ん
。」

　
ど
う
や
ら
、
大
地
や
冷
花
と
同
じ
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
よ
う
だ
。

「
は
ぁ
〜
…
て
か
転
生
場
所
が
エ
ド
ラ
ス
の
荒
地
な
の
よ
…
で
き
れ
ば
お
屋
敷
に
転
生
し
て
欲
し
か
っ

た
わ
。」

　
す
る
と
少
女
は
、
街
を
見
つ
け
た
。

「
あ
、
街
だ
。
よ
か
っ
た
〜
!
じ
ゃ
、
み
ん
な
を
探
す
ぞ
!
」

　　
…
…
…
一
方
ナ
ツ
達
は
、
シ
ッ
カ
の
街
の
ホ
テ
ル
で
エ
ド
ル
ー
シ
ィ
が
ル
ー
シ
ィ
の
体
と
同
じ
だ
と

騒
い
で
い
る
所
を
見
て
い
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
大
地
は
外
を
眺
め
て
い
た
。

（
体
が
同
じ
な
だ
け
で
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
騒
い
で
、
う
る
せ
ぇ
な
…
…
け
ど
、
ま
ぁ
い
っ
か
。）
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す
る
と
大
地
は
、
あ
る
少
女
を
見
た
。

（
あ
れ
、
あ
の
子
ど
っ
か
で
見
た
よ
う
な
…
…
…
あ
!
）

　
思
い
出
し
た
大
地
は
、
す
ぐ
に
冷
花
と
真
司
を
呼
び
、
外
へ
出
た
。

「
ど
う
し
た
の
?
大
地
君
。」

「
あ
あ
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
見
っ
け
た
。」

「「
何
だ
っ
て
!?
」」

　
少
女
が
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
だ
と
知
っ
た
３
人
は
、
そ
の
少
女
を
追
い
か
け
た
。

「
お
〜
い
!"
山
田
遥
"!
」

　
大
地
が
少
女
の
名
前
を
呼
ぶ
と
、
少
女
は
止
ま
っ
た
。

「
え
?
」

　
少
女
が
振
り
向
く
と
、
大
地
は
や
っ
ぱ
り
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
だ
と
確
信
し
た
。

　
少
女
の
名
前
は
"
山
田
遥
"
。

　
女
子
の
中
で
も
強
い
と
言
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

（
詳
し
い
情
報
は
キ
ャ
ラ
設
定
で
）

　「
も
し
か
し
て
、
大
地
?
」

「
あ
あ
!
久
し
ぶ
り
だ
な
。」
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「
冷
花
も
真
司
も
!
」

「
ひ
、
久
し
ぶ
り
。」

「
ち
っ
す
。」

　
互
い
の
挨
拶
を
組
み
交
わ
し
、
４
人
は
話
な
が
ら
、
ホ
テ
ル
へ
と
向
か
っ
た
。

　
ホ
テ
ル
に
戻
る
と
、
ナ
ツ
が
大
地
に
"
誰
だ
あ
い
つ
。
"
と
聞
い
た
。

　
大
地
は
"
遥
の
前
で
あ
い
つ
と
か
言
う
な
よ
?"
と
答
え
た
。

　
そ
の
夜
は
、
遥
と
の
会
話
を
し
た
。

　　
翌
日
、
ル
ー
シ
ィ
は
エ
ド
ル
ー
シ
ィ
が
い
な
い
事
に
怒
っ
た
。

　
エ
ド
ラ
ス
の
歴
史
の
本
を
買
う
と
治
ま
っ
た
が
。

　
す
る
と
、
辺
り
が
暗
く
な
っ
た
。

「
ん
?
」

「
何
?
」

「
あ
、
あ
れ
は
何
な
の
!?
」

「
飛
行
船
だ
!
」

　　
…
…
…
一
方
、
王
都
で
は
、
英
二
と
謎
の
女
が
揉
め
て
い
た
。
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ど
う
や
ら
、
優
奈
が
誘
拐
さ
れ
た
ら
し
い
。

「
優
奈
は
ど
こ
だ
!?
」

「
優
奈
?
あ
ぁ
〜
あ
の
子
ね
。
さ
っ
き
フ
ェ
ル
タ
ー
様
が
頂
い
た
わ
。」

「
何
!?
」

「
返
し
て
欲
し
け
れ
ば
エ
ド
ラ
ス
に
い
る
〇
〇
高
校
の
生
徒
全
員
を
連
れ
て
来
な
さ
い
。
牢
獄
に
い
る

海
斗
君
は
釈
放
さ
せ
な
さ
い
。」

「
何
!?
釈
放
だ
と
!?
」

　　
王
都
で
は
こ
ん
な
揉
め
事
が
起
こ
っ
て
い
る
一
方
で
、
飛
行
船
を
見
た
ナ
ツ
は
、
意
外
な
提
案
を
し

た
。

「
あ
の
飛
行
船
奪
お
う
ぜ
。」

『
!?
』

　
な
ん
と
ナ
ツ
は
、
王
都
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
飛
行
船
を
盗
難
す
る
と
い
う
作
戦
を
立
て
た
の

だ
。

「
何
て
事
提
案
し
て
る
ん
だ
!
潜
入
だ
ろ
そ
こ
は
!
」

「
隠
れ
ん
の
面
倒
く
せ
ー
し
。」

「
ナ
ツ
さ
ん
が
乗
り
物
提
案
な
ん
て
珍
し
い
で
す
ね
。」
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「
ウ
ェ
ン
デ
ィ
の
"
ト
ロ
イ
ア
"
が
あ
れ
ば
乗
り
物
酔
い
な
ど
…
「
私
達
今
魔
法
使
え
な
い
で
す
よ
?
」

こ
の
案
は
や
め
よ
う
。」

「
オ
イ
（
ビ
シ
ッ
」

　
だ
が
冷
花
と
ル
ー
シ
ィ
は
、
賛
成
し
た
。

「
大
丈
夫
だ
よ
!
私
達
が
い
れ
ば
!
」

「
だ
っ
て
そ
れ
奪
わ
な
い
と
王
都
に
行
け
な
い
で
し
ょ
?
」

「
魔
法
で
や
る
ん
だ
ろ
。」

「「
当
っ
た
り
ー
!
」」

　
だ
が
、
冷
花
の
魔
法
が
飛
行
船
に
激
突
し
て
し
ま
っ
た
。

『
…
…
…
』

「
ご
め
ん
…
や
っ
ち
ゃ
っ
た
…
」

「
こ
の
ド
ア
ホ
!!!
」

　
王
都
へ
の
道
が
１
つ
失
っ
て
し
ま
っ
た
大
地
達
。

　
果
た
し
て
、
無
事
に
た
ど
り
着
く
事
が
出
来
る
の
か
!?

　
そ
し
て
、
優
奈
を
誘
拐
し
た
フ
ェ
ル
タ
ー
と
謎
の
女
の
正
体
と
は
!?

　
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｕ
ｅ
ｄ
…
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第
七
話
　
フ
ァ
イ
ア
ボ
ー
ル
と
乗
り
物
酔
い

　　　
本
編
の
前
に
、
前
回
の
飛
行
船
に
つ
い
て
語
ろ
う
。

　
大
「
あ
の
さ
冷
花
。
な
ん
で
あ
の
飛
行
船
壊
し
ち
ゃ
う
か
な
…
。」

　
冷
「
ご
め
ん
…
魔
法
外
し
た
か
ら
…
」

　
大
「
あ
〜
あ
…
あ
ん
だ
け
で
か
い
の
弁
償
代
め
っ
ち
ゃ
高
い
ん
だ
ろ
う
な
…
。」

　
冷
「
私
払
う
よ
?
」

　
大
「
い
や
、
俺
払
う
わ
。
あ
の
、
い
く
ら
で
す
か
ね
?
」

　
ス
タ
ッ
フ
「
９
０
万
ジ
ュ
エ
ル
で
す
。」

　
大
、
冷
「「
オ
ワ
タ
」」

　
さ
あ
、
茶
番
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
本
編
行
っ
て
み
よ
ぉ
ぉ
ぉ
!!!

「
こ
の
ド
ア
ホ
ォ
ォ
!!!
」

「
ご
め
ー
ん
!
」

　
先
程
、
王
都
に
向
か
う
為
の
選
択
肢
「
飛
行
船
窃
盗
作
戦
」
を
台
無
し
に
し
た
冷
花
は
、
大
地
に
も

の
す
ご
い
説
教
を
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
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「
こ
れ
で
王
都
に
行
け
な
く
な
っ
た
ぁ
!
ど
う
す
ん
だ
よ
!
」

「
ご
め
ん
っ
て
言
っ
て
る
じ
ゃ
ん
…
」

　
も
の
す
ご
い
大
声
に
ビ
ビ
っ
て
い
た
の
か
、
冷
花
は
少
し
涙
目
に
な
っ
て
い
た
。

「
ご
め
ん
、
言
い
過
ぎ
た
。
だ
か
ら
泣
く
ｎ
」

「
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
!
」

「
う
る
さ
い
っ
て
!
」

　
そ
ん
な
会
話
を
聞
い
て
い
た
ナ
ツ
達
は
と
言
う
と
…

「
最
低
だ
な
、
大
地
。」

「
い
く
ら
な
ん
で
も
泣
か
せ
る
の
は
ち
ょ
っ
と
…
」

「
だ
よ
ね
。」

　
す
る
と
…
何
か
ド
リ
フ
ト
の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
の
だ
。

「
?
」

　
そ
の
音
と
同
時
に
、
車
が
や
っ
て
来
た
の
だ
。

　
そ
の
車
の
正
体
は
、
火
の
模
様
と
、
Ｆ
Ｔ
の
紋
章
が
付
い
て
い
る
魔
導
四
輪
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
そ
の
車
の
運
転
席
の
窓
が
開
き
、
運
転
手
が
出
て
来
た
。

「
ル
ー
シ
ィ
か
ら
聞
い
た
。
早
く
乗
ん
な
。」

『
や
っ
た
!
』
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そ
の
車
は
、
大
地
達
が
乗
っ
た
後
、
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
行
っ
た
。

　
乗
せ
て
貰
っ
た
皆
（
ナ
ツ
以
外
）
は
、
運
転
手
に
礼
を
言
っ
た
後
に
、
正
体
を
暴
い
た
。

　
そ
の
正
体
は
、
な
ん
と
エ
ド
ラ
ス
の
ナ
ツ
だ
っ
た
の
だ
。

『
ナ
ツ
（
さ
ん
）
だ
と
ぉ
（
で
す
っ
て
）（
だ
っ
て
）
ー
!?
』

「
ル
ー
シ
ィ
が
言
っ
て
い
た
通
り
、
マ
ジ
で
そ
っ
く
り
な
ん
だ
な
ｗ
…
で
、
あ
い
つ
が
俺
か
よ
、
情
け

ね
ー
な
ぁ
」

　
エ
ド
ナ
ツ
も
ナ
ツ
の
事
を
情
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
し
い
ｗ

「
俺
は
"
フ
ァ
イ
ア
ボ
ー
ル
"
っ
て
通
り
名
の
運
び
専
門
の
魔
導
士
な
の
に
情
け
な
い
な
ぁ
。」

「
ｗ
ｗ
ｗ
」

　
そ
ん
な
話
を
し
て
い
る
と
、
急
に
車
が
急
停
止
し
た
の
だ
。

「
は
?
」

「
俺
が
連
れ
て
っ
て
や
る
の
は
こ
こ
ま
で
だ
。
今
す
ぐ
降
り
ろ
。」

「
ｗ
ｈ
ｙ
?
」

　
そ
れ
を
聞
い
た
皆
は
驚
い
て
い
た
が
、
ナ
ツ
は
ま
る
で
生
き
返
っ
て
い
た
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の

だ
。
エ
ド
ナ
ツ
は
乗
っ
て
い
る
皆
を
足
で
降
ろ
し
た
。
そ
の
後
、
何
故
か
ナ
ツ
も
エ
ド
ナ
ツ
を
降
ろ
し

た
。
同
じ
自
分
と
し
て
一
言
言
い
た
い
ら
し
い
。
そ
の
一
言
と
は
…
…
…

「
何
で
乗
り
物
に
強
い
ん
だ
!?
」
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「
い
や
そ
ん
な
こ
と
か
い
!
人
と
違
う
か
ら
じ
ゃ
な
い
の
か
?
」

　
す
る
と
…

「
ひ
…
…
ひ
ぐ
…
…
」

「
は
?
」

　
エ
ド
ナ
ツ
は
、
急
に
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
泣
き
な
が
ら
、

「
す
み
ま
せ
ん
…
僕
に
も
わ
か
ら
な
い
で
す
…
」

『
…
…
…
?
』

　
場
合
を
把
握
出
来
な
い
皆
は
、
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
い
た
。

　　
一
方
、
王
都
で
は
、
優
奈
を
誘
拐
し
た
フ
ェ
ル
タ
ー
と
謎
の
女
に
つ
い
て
調
べ
て
い
た
。

「
一
体
誰
な
ん
だ
?
フ
ェ
ル
タ
ー
と
あ
の
女
は
…
?
」

　
悩
み
な
が
ら
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
英
二
の
と
こ
ろ
に
、
慌
て
な
が
ら
走
る
兵
が
来
た
。

「
ど
う
し
た
?
」

「
た
、
大
変
で
す
!
優
奈
様
を
誘
拐
し
た
２
人
の
正
体
が
、
な
ん
と
…
…
…
」

　
英
二
が
唾
液
を
飲
み
込
ん
だ
後
、
兵
が
正
体
を
言
っ
た
。

「
王
都
の
ミ
ケ
イ
ル
様
と
、
フ
ェ
ジ
ル
様
で
し
て
…
…
…
」

「
何
だ
と
!?
」
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ミ
ケ
イ
ル
と
フ
ェ
ジ
ル
が
正
体
だ
っ
た
!?
（
説
明
は
後
書
き
で
書
く
）

　
一
体
ど
う
な
る
の
か
!?

　
そ
し
て
、
弱
虫
の
エ
ド
ナ
ツ
に
、
大
地
が
き
つ
く
言
う
!?

　
ｔ
ｏ
　
ｂ
ｅ
　
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｕ
ｅ
ｄ
…
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